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Ａ．研究目的 

 要支援・介護高齢者の「在宅生活の継続

性」を確保するためには，適切なケアマネジ

メントが極めて重要であるとされている 1,2)．

特に独居認知症高齢者における在宅生活継

続の困難性については様々な先行研究によ

って報告されており 3-10)，中島ら 11）は独居

であることに加えて，認知症であることの

2 つの要件が重なる独居認知症高齢者の在

宅生活継続についての検証は，今後の介護

政策やケア提供の在り方を考えていく上で

重要な課題の一つであるとしている． 

我が国おける独居認知症高齢者に関する

研究は，2000 年代に入り報告されるように

なったが 10），独居認知症高齢者に対応する

ケアマネジメントに関しては，その重要性

が指摘されているものの 1,12)，これまでに独

居認知症高齢者のケアマネジメントにおい

て配慮されるべきことを検証した報告は認

められない．また，独居認知症高齢者と非独

居認知症高齢者のケアマネジメントの相違

についても，実態が十分に把握されている

とはいえない． 

よって，本研究では文献検索データベー

ス及びハンドサーチを用いて，独居認知症

高齢者の地域生活安定化を目指すケアマネ

ジメントの在り方に関する論文を抽出・精

査し，先行研究の知見を整理するとともに，

独居と非独居におけるケアマネジメントの

差異について知見を得ることを目的とした． 
 
Ｂ．研究方法 

 医学中央雑誌及び CiNii を用いて，「認

知症」「独居 or 一人暮らし or ひとり暮ら

し」「ケアマネジメント」をキーワードとし

た and 検索を行い，会議録及び重複を除く

99 件の文献を抽出した．また PubMed を用

いて，「dementia」「live alone or living alone 
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or single person」「care management or case 

management」をキーワードとした and 検

索を行い，9 文献を抽出した（文献検索日

2022 年 12 月）．さらに，ハンドサーチで収

集した報告書や論文 280 件を含め，抽出し

た文献を精査し，最終的に 8 件の論文を採

択した． 

（倫理面への配慮） 文献を取り扱う際には，

著作権を侵害することがないよう配慮した．

なお，本研究では個人情報は扱っていない． 
 
Ｃ．研究結果 

１）独居認知症高齢者に対する支援困難性 

齋藤ら 13）は，ケアマネジメントにおける

介護支援専門員の対応困難感の実態につい

て，「独居認知症利用者のケアプラン立案」

が設問全 41 項目中 2 番目に困難性が高く，

同項目は困難感の程度と困難経験の頻度共

に高いことを報告している．また，山﨑 14）

は，一人暮らし高齢者の生活実態及び認知

症高齢者の在宅生活の継続と施設入所の現

状，介護支援専門員による支援の実態につ

いての文献レビューにおいて，介護支援専

門員は，独居認知症高齢者を対象としたと

きのアセスメントにおけるニーズ分析から

サービスプロセスで多くの困難を感じてい

るとしている．総じて，介護支援専門員とい

う支援者側からは，「困難さ」というネガテ

ィブな視点が注目されていることを指摘し

ている 14）． 

２）独居認知症高齢者の在宅生活の継続に

ついて 

独居認知症高齢者が在宅生活を継続する

上でのケアマネジメントの視点として，工

藤 15)はケアマネジメントプロセスの繰り返

しとパーソン・センタード・ケアの視点が認

知症ケアの基本であること，さらに，不安・

混乱を解消させるケアを行うことで BPSD

の軽減に努めたことを報告している．また，

サービスの導入について，中村 16）は本人の

意思を尊重して通所系サービスを利用しな

い選択をし，本人が望む生活(環境を変えな

い）を継続することで BPSD の進行を送ら

せることに繋がったとしている．しかしな

がら，これらの報告は，単一症例のみの検証

であることについて留意しなければならな

い． 

独居認知症高齢者の在宅生活の継続に関

する限界点については，介護支援専門員へ

のインタビュー調査から検討した報告があ

る 17, 18)．いずれも独居認知症高齢者には，

本人の在宅独居生活に対する強い意思があ

るが，本人の希望があっても周囲が支えき

れず限界に達しているとしている．久保田

ら 17）は，本人の希望は尊重されるべきであ

るが，火気の取扱いなどの本人の生命の確

保ができるかという視点は，独居生活の限

界を見極めるために重要であると報告して

いる．また，BPSD の出現を予防していく

ためのかかわり方など，支援方法の具体化

が課題になるとしている．また，久保田ら 18）

は，本人と家族達の危険認識の相違と支援

者側の予測介入の必要性を指摘している． 

また，中島ら 11）は独居認知症高齢者の在

宅生活継続を困難とする生活上の課題につ

いて，介護支援専門員へのインタビュー調

査から，「生命の安全を脅かし得る危機」，

「セルフマネジメント能力の低下」，「日常

生活のほころび」，「必要なサービスの直前

キャンセルや拒否」，「十分に頼れない家族

との関係」，「脆弱な近隣・友人との関係」の

6 カテゴリーに整理した上で，認知症高齢

者を地域レベルで支えていくことの必要性

について報告している．  

３）独居認知症高齢者のケアマネジメント

と非独居群との比較 

Webber ら 19）は，独居認知症高齢者は障

害の程度は軽度であることが多いとした上

で，同居群と比較して通院などの医療サー

ビス利用が少ない，デイケアの利用が少な

い，何もサービスを利用していないなどの

傾向がある一方で，ケースマネジメントの

介入率が有意に高かったと報告している．
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また，独居認知症高齢者は，他の高齢者とは

異なる健康および社会サービスのニーズを

持つ傾向があるとした上で，できるだけ長

く地域社会で安全にとどまることを助ける

ために，サービスを提供する最善の方法を

検討することが重要であるとしている． 

 

Ｄ．考察 

 独居認知症高齢者のケアマネジメント

における困難性は，支援者側の視点をもっ

て示されていた．一方で，具体的な困難性の

程度や内容，非独居のケアマネジメントと

の比較などに関して触れている報告はなか

った．よって被支援者側の視点に立った検

証や非独居群との比較等によって，独居認

知症高齢者のケアマネジメントにおける困

難性についての検証が必要であると考える．

さらには，高齢者を老化や機能低下といっ

たネガティブなイメージでとらえるのでは

なく，個々がそれぞれ持つ可能性や力をひ

きだすケアマネジメントが必要であるとい

う指摘 16）についても考慮されるべきである

と考える． 

また，独居認知症高齢者の在宅生活継続

については，堀田ら 20）や中島ら 21）が，「独

居」であることと「認知症」であることの双

方の要因が絡み合い，それぞれ独居生活継

続のリスクに繋がっていることを報告して

いるが，本研究の採択文献においても同様

の指摘がなされていた．しかしながら，現状

の生活形態を考える上で，ケアマネジメン

トにおいて具体的にどういった配慮がなさ

れるべきかについて言及している報告はな

く，また，量的な視点において検証がなされ

た研究はほぼ認められなかった．よって，質

的・量的ともに更なる検証の積み重ねが必

要であるものと考える． 

最後に，独居認知症高齢者のケアマネジ

メントと非独居との比較についてであるが，

先行研究では Castillo ら 22）や，Clare ら 23）

が，非独居群とのニーズの相違，社会的接触

や在宅介護サービス利用の多寡について述

べている．堀田ら 24)は，独居認知症高齢者

は，非独居群に比して孤独であり生活満足

度が低くアンメットニーズが高いこと，診

断がついたことに一度は安堵するものの，

診断後の適切な支援の調整が不十分となり，

対処法について不安感をもつ場合があるこ

とを指摘している．しかしながら，本研究の

結果では，独居認知症高齢者のケアマネジ

メントが，非独居のケアマネジメントと比

較して具体的にどのような差異があるのか

については明らかしている研究は認められ

ず，そもそもケアマネジメントへの言及が，

介護支援専門員の感じる困難性をもって置

き換えられている例が散見された．また，

Webber ら 19）の報告は，ケアマネジメント

（ケースマネジメント）に言及はしている

ものの，選択されるサービスの１つとして

扱われていることに留意が必要である． 

一方で，中島 25）は単身要介護高齢者に対

するケアマネジャーによる在宅継続支援の

実態と課題に関する研究において，一定数

の認知症高齢者が単身世帯であることを指

摘した上で，独居要介護高齢者においては，

キーパーソンがいる場合といない場合があ

り，いない場合はケアマネジャーの支援が

さらに困難になる可能性を指摘している．

つまり，独居群と非独居におけるケアマネ

ジメントの差異という視点の一方で，独居

であってもキーパーソンの存在の有無によ

るケアマネジメントの差異についても考慮

しながら検証していく必要があるものと考

える． 
 
Ｅ．結論 

 独居認知症高齢者のケアマネジメント

については，支援の困難性や在宅生活継続

の観点から言及されていることが確認でき

た．しかし，調査対象が極めて限定的であ

り，具体的なケアマネジメントにおける配

慮事項について検証された報告はなかった．

また，非認知症・非独居とのケアマネジメン
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トと比較した報告はほぼ認められず，今後

の検証作業が期待される． 
 
Ｆ．研究発表 
 1.  論文発表 

なし． 
2.  学会発表 

  なし． 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 

  なし 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 3.その他 

なし 
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